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研究成果の概要（和文）：本研究では、沖縄に関するトランスナショナルな戦争記憶について、おもに沖縄と朝
鮮半島の関係に焦点を当て、１）沖縄戦における朝鮮人、２）米軍占領か沖縄における朝鮮人捕虜、３）沖縄戦
の朝鮮人に関する沖縄住民の記憶の生成、４）トランスナショナルな歴史記憶を通じた、平和教育や市民性教
育、芸術、観光等の領域での文化生成等について検証した。主な成果として、日本軍および米軍関係の公文書に
より朝鮮人の動員や捕虜を実態を示す資料を収集した。また、有形無形の市民の戦争記憶のなかの朝鮮人（慰霊
碑や文学、映像、市民活動他）について整理した。そして、沖縄と朝鮮半島を跨ぐ戦争記憶に関する文献目録の
準備をすることができた。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to examine the transnational war memory across Okinawa 
and Korea, focusing on 1) the Koreans drafted by the Japanese Army during the Battle of Okinawa, 2) 
the Korean POWs in Okinawa under the U.S. occupation, 3) the formation of war memory on the Koreans 
in Okinawa, 4) the formation and the potential of cultural practices (education, art, tourism, etc) 
through transnational war memory of the Battle of Okinawa. Main results are: First, we discovered 
the historical documents in both the U.S. and Japanese archives, in which the actual conditions of 
the drafted or killed Koreans and the POWs reveal. Secondly, we researched the representations and 
imagery of the Koreans in the Battle of Okinawa in the cultural practices (memorials, literary 
works, films, civic activities, etc). Thirdly, through this research, we prepared the bibliography 
and the list of the official documents with the transnational war memory across Okinawa and Korea 
for future publishing relating.

研究分野：東アジア国際関係史、沖縄現代史
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  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は、トランスナショナルな空間に跨がった沖縄戦のなかの朝鮮人をめぐる歴史について、これまで自治
体や市民がおこなってきた調査を整理し、さらに新たな調査によって空白を埋め、全体像を把握すしようとし
た。また、沖縄において、沖縄戦のなかの朝鮮人に関する住民の記憶や関心について、米軍占領期から今日に至
る歴史のなかで検証した。未来の課題として、日本のなかで「アジアのゲートウェイ」「アジアと日本の結節
点」と位置づけられる沖縄において、そうしたトランスナショナルな戦争記憶を通じて、平和教育や市民性教
育、芸術、観光等の領域でどのような新しい文化が生成されているか、また、どのような可能性があるかを検証
した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで、日本における沖縄戦のなかの朝鮮人に関する研究は、自治体の地域史研究や沖縄
戦研究全体のなかでわずかに触れられるのみであり、また、実態調査にしても、人権団体や市
民団体などがおこなったものはあるが、部分的なものに限られ、継続性のあるものではなかっ
た。また、韓国においても、戦後補償に関連した民間団体による部分的な調査があるのみで、
これもまた断片的で、継続性のあるものではなく、総合的な把握とは言えなかった。同時に、
これらの研究は、時期的には沖縄戦の時期のみに焦点が当てられており、朝鮮人が「軍夫」「慰
安婦」として沖縄に移動するまでの過程、社会経済的背景、あるいは、戦闘終了後の生存者の
実態も十分に調査されていなかった。さらに、ハワイの捕虜収容所や米軍占領下の沖縄に残存
した朝鮮人、また、朝鮮半島に帰還した際の調査や実態など、トランスナショナルな実態の検
証は十分なされていなかった。 
本研究は、これまで沖縄の自治体や市民がおこなってきた部分的で断片的な調査を整理し、
さらにその断片をつなぎ合わせ、新たな調査によって空白を埋め、さらに、トランスナショナ
ルな空間に跨がった沖縄戦のなかの朝鮮人をめぐる歴史を把握することを目的とするものだっ
た。同時に、沖縄において、沖縄戦のなかの朝鮮人に関する住民の記憶や関心がどのようなも
のか、米軍占領期から今日に至る歴史のなかで検証し、また、未来の課題として、日本のなか
で「アジアのゲートウェイ」「アジアと日本の結節点」と位置づけられている沖縄において、そ
うしたトランスナショナルな戦争記憶を通じて、平和教育や市民性教育、芸術、観光等の領域
でどのような新しい文化が生成されているか、また、どのような可能性があるか、検証しよう
とした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、沖縄におけるトランスナショナルな戦争記憶について、おもに沖縄と朝鮮
半島の関係に焦点を当て、歴史的に検証するものであった。本研究は３つの部分に分けられる。
第１に、沖縄戦における朝鮮人（軍夫・慰安婦他）の実態、また、沖縄やハワイ、朝鮮半島に
跨がる朝鮮人捕虜の収容、米軍占領下の沖縄における朝鮮人の実態等、公文書およびインタビ
ュー調査他に基づいて精査すること、第２に、沖縄戦のなかの朝鮮人に関する沖縄住民の記憶
の生成、それを通じた戦争記憶について、文献やインタビュー、現場の調査を通じて明らかに
すること、第３に、そうしたトランスナショナルな歴史記憶を通じて、平和教育や市民性教育、
芸術、観光等の領域でどのような新しい文化が生成されているか、また、どのような可能性が
あるかについて検証することであった。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究目的を達成するため、（１）国内調査、（２）海外調査、（３）インタビュー
調査、慰霊碑、芸術作品、市民活動の調査、（４）資料の整理と翻訳を基礎作業とした。その資
料の検討と課題の確認のため、（５）研究会をおこない、研究会毎に進捗状況と問題点を明らか
にし、必要に応じて再調査した。さらに、３年間の調査研究の結果は暫定的に目録化し、必要
に応じて公開し、論文にまとめた。同時に、市民活動や芸術、観光等におけるさまざまな文化
生成の事例を分析した。今後、資料目録を完成させ、関係する図書館や研究教育機関を通じて
公開する予定にしている。 
 
４．研究成果 
 平成 28 年度には、まず、予備調査として、若林千代（研究代表者）、金美恵（研究分担者）
は、沖本富貴子（研究協力者）とともに、静岡県浜松市において竹内康人氏（静岡県近代史研
究会）、京都府京都市にて庵逧由香氏（立命館大学コリア研究センター）への聞き取り調査をお
こなった。これによって、これまで日本と韓国でおこなわれてきた戦時強制連行調査における
沖縄戦における朝鮮人（軍夫・慰安婦他）の実態調査の内容や課題、調査の及んでいない領域
について知見を広げることができた。また、それを通じて、今後の調査計画を再確認すること
ができた。 
その後、沖縄戦における朝鮮人（軍夫・慰安婦他）の実態、沖縄やハワイ、朝鮮半島に跨が
る朝鮮人捕虜の収容、米軍占領下の沖縄における朝鮮人の実態等について、公文書を精査する
ため、研究代表者と研究分担者（金）は、国立国会図書館憲政資料室にて米国公文書（GHQ／SCAP
日本占領関連資料）を閲覧、調査した。また、内閣府沖縄振興局沖縄戦資料閲覧室にて、厚生
省関連公文書、法務省関連公文書、防衛省防衛研究所歴史資料、および米国公文書に関する調
査、国立国会図書館東京館憲政資料室にて調査をおこなった。さらに、研究代表者は、米国国
立公文書館メリーランド分館、および、米国議会図書館にて、米国公文書の調査をおこなった。 
 同時に、沖縄戦のなかの朝鮮人に関する沖縄住民の記憶の生成、それを通じた戦争記憶につ
いて、また、トランスナショナルな歴史記憶を通じて、平和教育や市民性教育、芸術、観光等
の領域でどのような新しい文化が生成されているかについて、許点淑（研究分担者）は、韓国
慶山にて沖縄戦の遺族（配偶者・子弟）を対象に、彼らが語る沖縄戦と沖縄戦犠牲者遺族の活
動及び行政（慶山市福祉政策課長）が行っている慰霊碑の管理及び慰霊祭について資料収集と
聞き取り調査を行った。また、「沖縄北部における観光の現状とダークツーリズムの可能性につ
いて― 伊江島を事例に―」をテーマに、伊江島観光協会の関係者、財団法人「わびあいの里



ヌチドゥタカラの家」館長、教育委員会の方々と住民を対象に３泊４日間資料収集と聞き取り
調査をおこなった。また、韓国の亜細亜太平洋戦争歴史研究所中央会（研究所長）、日帝強制動
員被害者支援財団に聞き取り調査と資料収集をおこなった。 
 これらの調査と併行し、研究代表者および分担者は、日本および韓国、他のアジア地域でお
こなわれた関連する学術大会・研究会において報告をおこない、専門家や研究者と意見交換を
おこなった。また、適宜、調査に関する小規模の研究会や意見交換・情報交換のためのミーテ
ィングをおこない、当該研究の進捗状況を確認し、また、課題を共有した。 
平成 29年度には、１）基礎資料の収集作業を継続すること、２）関連研究の交流を通じて、
考察の枠組みや知見を広げること、の 2点について研究をおこなった。 
 まず、１）基礎資料の収集作業については、厚生省関連公文書、法務省関連公文書、防衛省
防衛研究所歴史資料（内閣府沖縄振興局沖縄戦資料閲覧室）のみならず、研究代表者が平成 28
年度に申請した、国立公文書館に保存されている日本軍第 32軍関連の公文書、とくに「留守名
簿」を精査することによって、朝鮮人「軍夫」の動向を把握しようとした。これについては、
研究協力者として、沖本富貴子氏の協力を得て、資料収集と同時に、考察したものを論文とし
て発表した。しかし、「留守名簿」の公開は、想像した以上に分量が多いだけでなく、公開まで
の処理が長引いており、現状でもすべての申請に対する公開がなされているわけではない。そ
のため、研究代表者と研究協力者（沖本富貴子）は、とくに朝鮮人「軍夫」によって組織され
ていた部隊（水上勤務隊）を中心に資料を収集した。この考察を元に、研究協力者は、水上勤
務隊の実態の考察をおこない、「沖縄戦に動員された朝鮮人に関する考察——特設水上勤務隊を中
心に——」（『地域研究』20、2017年）にまとめ、沖縄大学で開催された、第 11回「強制動員真
相究明研究大会」に参加し、研究協力者の沖本富貴子氏が研究報告をおこなった。 
 沖本論文は、先に研究代表者らが聞き取りをおこなった竹内康人氏が 2012 年に明らかにした、
沖縄戦に動員された朝鮮人軍人軍属が配置された部隊とその人数について、より沖縄に近づけ
て分析し、その結果、特設水上勤務隊以外にも 32 軍防衛築城隊、歩兵隊、海軍の設営隊など
65 部隊以上にわたって少なくとも 3,500 人余が動員されていたことが分かった。また、部隊別
に死亡者数と時期と場所を集計し、本島においては首里の攻防や南部に追い詰められて犠牲に
なったものが多く、また、海軍においては小禄、豊見城で 6月 14 日前後に命を落としているこ
とを明らかにした。この考察によって、「沖縄戦には『朝鮮人軍夫』が『１～２万人』動員され、
『雑役』を担った」とする定説が再検証され、さらに「朝鮮人軍夫」という表現をめぐっても、
その妥当性に検討が加えられた。同時に、朝鮮人部隊であった特設水上勤務隊について、戦時
資料や留守名簿、陣中日誌に照らし、編成から沖縄での港湾作業につくまでを詳細にトレース
し、また、港湾作業がどのようなものであったか、その実態についても、当時の陣中日誌及び
住民の証言も交えて具体的に示すことができた。 
併行して、研究分担者（金美恵）は、沖縄県内に点在する、沖縄戦朝鮮人犠牲者に関する慰
霊碑を調査し、設立経緯について関係者インタビューをおこない、それらの碑文について分析
した。また、研究代表者は、米国国立公文書館において、沖縄戦に動員された朝鮮人が米軍の
捕虜となった後、どのような経緯を辿っていったかについて、また、朝鮮戦争と沖縄の関係に
ついて、とくに住民政策に関連する問題について、米軍や国防総省の資料を精査した。米国国
立公文書における、沖縄戦に動員された朝鮮人が米軍の捕虜となった後、どのような経緯を辿
っていったかについては、現状、その公文書の把握にかなりの時間を要しており、今後の課題
である。米国公文書の分類の点から見ても、資料が複数の Record Group にまたがって存在して
いるため、調査には時間を要すると思われる。ただ、ハワイ準州（当時）の収容所における朝
鮮人捕虜の動向については、ハワイ準州の強制収容所と捕虜に関する先行研究があることがわ
かり、そうした研究を参照しつつ、調査が進んでいない部分を埋めていくことが可能ではない
かと考えている。 
これらの調査の作業と併せて、関連研究の交流を通じた考察の枠組みや知見を広げるため、
平成 29年 9 月、韓国の東アジア史研究の代表的な研究者である白永瑞氏を招いて、東アジアに
おける「新しい人文学」という枠組みと歴史学の刷新に関する、韓国における議論について学
んだ。とくに、歴史記憶が政治的問題に直結する東アジアにおいて、険しい過去を振り返るこ
との意味について新たな知見を得た。 
平成 30年度は、１）基礎資料の収集作業を継続すること、２）関連研究の交流を通じて、考
察の枠組みや知見を広げること、の 2点について引き続き研究をおこなった。 
 まず、１）基礎資料の収集作業については、引き続き、研究代表者が、平成 28 年度に申請し
た、国立公文書館に保存されている日本軍第 32軍関連の公文書、とくに「留守名簿」を精査す
ることによって、朝鮮人「軍夫」の動向を把握しようとした。これについては、研究協力者（沖
本富貴子）の協力を得て、資料収集をおこなった。また、研究代表者は、沖縄県公文書館およ
び国立国会図書館が収集した米国公文書のなかで、沖縄戦に動員された朝鮮人が米軍の捕虜と
なった後、どのような経緯を辿っていったかについて、また、朝鮮戦争と沖縄の関係について、
とくに住民政策に関連する問題について、引き続き資料を精査した。また、研究分担者の金美
恵は、沖縄戦後の朝鮮人の引揚について調査した。 
とくに、研究協力者（沖本富貴子）は、前年の水上勤務隊の実態に関する考察において課題
として残された動員された朝鮮人の数値に関して、「沖縄戦の朝鮮人——数値の検証——」（『地域研
究』21、2018 年）をまとめた。沖縄戦に動員された朝鮮人については、まず、これまでの通説



となっている数値「1〜2 万人」という根拠をさまざまな書誌や報道から探り、それらの数値を
裏付ける正確な根拠となるデータがなく、現状では、日本政府から韓国政府に渡された軍人軍
属の「留守名簿」等の考察のみで、その数値は約 3,500 人までを確認できることを示した。同
時に、この他の動員の可能性を検討し、調査の必要性を示した。また、慶良間諸島や宮古諸島、
八重山諸島については、現在のところほぼ解明されている動員数を示した。 
また、研究代表者は研究分担者（金）とともに、韓国国家記録院および植民地歴史博物館の
協力を得て、韓国における資料について調査した。加えて、沖縄戦のなかの朝鮮人に関する映
像資料についても調査した。映像資料は、１）米軍が記録した写真および映像、２）報道記録
の映像、３）ドキュメンタリー作品の３つに大別される。 
これらの調査と併行し、研究代表者および分担者は、日本および韓国、他のアジア地域でお
こなわれた関連する学術大会・研究会において報告をおこない、専門家や研究者と意見交換を
おこなった。また、沖縄に調査旅行や学術研修に来る韓国の大学生や大学院生、研究者らが沖
縄の朝鮮人犠牲者の慰霊碑を訪問するフィールドワークに同行し、歴史の学習における課題に
ついて知見を得た。さらに、ハワイにおける日本軍捕虜収容に関する研究を進めている秋山か
おり氏（国立歴史民族博物館外来研究員）とも面談し、資料と研究の現状について意見交換を
おこなった。  
 今後、平成 28 年度から 3カ年に収集調査した資料目録を作成し、関係する学術教育機関を通
じて公開する予定である。 
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